
①研究課題名
前立腺癌に対する強度変調放射線治療後の膀胱癌発症と晩期毒性についての検

討

④申請番号 第2322号

⑤研究の目的・意義

前立腺癌への強度変調放射線治療後に僅かに二次発癌としての膀胱癌発症患者

を認める。他の放射線治療や手術・内分泌療法・監視療法など他治療患者との

発症率の違いや病理内容、放射性直腸炎や膀胱炎などの晩期毒性についても検

討する。

⑥研究期間 2023年9月1日から2024年3月31日

⑦情報の利用目的及び利

用方法（他の機関へ提供

される場合はその方法を

含む）

上記該当症例をデータ集積し、それを基に発生割合など統計解析・検討を行

う。

⑧利用または提供する情

報の項目

前立腺癌診断日、年齢、放射線量と回数、膀胱癌発症までの期間、膀胱癌病理

結果、放射性直腸炎・膀胱炎の有無・グレードなど

⑨利用の範囲 主たる統計解析事項は各群の発生割合の算出。

⑩資料・情報の管理につ

いて責任を有する者
泌尿器科医長；渡邉和博

⑪お問い合わせ先
新潟県立中央病院

〒943-0192  新潟県上越市新南町205

新潟県立中央病院　倫理委員会オプトアウト書式 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者

③概要　

2009年1月から2022年12月までに当院で診断した前立腺癌例

前立腺癌への強度変調放射線治療後に僅かに二次発癌としての膀胱癌発症患者を認める。

他の放射線治療や手術・内分泌療法・監視療法など他治療患者との発症率の違いや病理内容、

放射性直腸炎や膀胱炎などの晩期毒性についても検討する。


